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最近若者言葉を話すが多くなっていると感じ
た。そこで気になったのは普段メールなどの
文面だと若者言葉に違和感を感じるのか気
になった。ここで若者言葉に違和感を感じる
か調べていく。

80文字くらいの文章をできるだけ多く若者言
葉を使って今どきの文章に変えてその文章
に違和感を感じるかまた日常的に使いたいと
思うかまた日常的に若者言葉を使うかを2５
人に聞いてそれらを集計してさらに二つの集
計結果を比較してどのような関係があるのか
を考察する。
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図１:二つの文章を読んでどう感じたか
図2:若者言葉をどれくらい使うか

アンケートでは25人分のデータが集まった。
図1のデータから上から56%20%16%8%であり
図２のデータは上から44%40%4%12%であった。
このデータから次のことがわかった。
文章に違和感を感じる割合が75%を超えている
ことと若者言葉を使う人の割合が80%を超えて
いることから若者言葉使う人でも文面にすると
違和感を感じる人がいることがわかる。

先程も述べたようにアンケート結果から見
てわかるように若者言葉を日常的に使って
いても文面にすると違和感を感じる人がい
て若者言葉に対してうざいと考える人がい
ることが二つのデータを見比べるとわかる。
他にも若者言葉についてどう思うかという
質問をしたが「ばか」や「きしょい」などの批
判的なものがあった。なぜ普段若者言葉を
使っていても文面にすると違和感を感じる
か考えた。それは若者言葉を使う場合話す
か聞くだけであるのに対し文面にすると改
めて目でみるため違和感を覚えるのではな
いかと考えた。

今回は若者言葉を文面にすると違和感を
感じるのかということを調べた。方法として
は80文字程度の文章を若者言葉を用いた
文章にしてそれについて違和感を感じるか
どうかについてのアンケートをとった。結果
的には違和感を感じるという意見が多かっ
たことから文面にするとやはり違和感を感
じることでいいと考える。


